
令和７年１１月２０日 

 

 

 

 

１２月１日は「世界エイズデー」です 

～正しい知識の普及・啓発や受検促進の取り組みを実施します～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「世界エイズデー」に合わせた取り組み 

１ ＨＩＶ・性感染症検査体制の充実・強化 

（１）通常の検査時間を延長するほか、土・日、平日夜間にも検査を実施 

（２）１時間程度で結果が判明する「迅速検査」を実施する保健所を拡充 

２ 受検の呼びかけ 

（１）県公式 SNS、県ホームページ、民放ラジオ放送による情報発信 

（2）県庁１階ロビーで令和６年度世界エイズデー・ポスターコンクール 

入賞作品の展示等 （令和７年１１月 27日（木）～１２月５日（金））  

(3)デジタルサイネージ掲載による受検促進 

掲載先：県庁１階ロビー 

（４）旧福岡県公会堂貴賓館でのライトアップ（赤色） 

（令和７年１１月２４日（月）～１２月７日（日）） 

 

※ 保健所でのＨＩＶ・性感染症検査は、無料・匿名で受けることができます。 

※ 詳しい検査日時や、各保健所等での検査の内容については、県ホームページをご確認ください。 

予約の要否等を必ず確認の上、受検をお願いします。 

※ ＨＩＶ・エイズや検査に関するお問い合わせは、最寄りの保健所に直接お尋ねください。 

がん感染症疾病対策課 

直通：092-643-3597 

内線：３０６４ 

担当者：中尾 

レッドリボンは、ＨＩＶ感染者・エイズ患者への 

理解と支援の象徴です 

 

今年の世界エイズデーキャンペーンテーマは、「Ｕ＝Ｕ 検出されない＝性

感染しない」です。 

「Ｕ＝Ｕ」とは、Undetectable（検出限界値未満）＝ Untransmittable 

（ＨＩＶ感染しない）を略したもので、効果的なＨＩＶ治療を受けて、血液

中のウイルス量が検査で検出できない程度（検出限界値未満）に継続的に抑

えられているＨＩＶ陽性者からは、性行為によって他の人にＨＩＶが感染す

ることはないということを表すメッセージです。 

治療の進歩により、ＨＩＶ感染者の予後や生活は大きく変わり、ＨＩＶ感

染の予防にも様々な選択肢が用意されるようになりました。しかし、そうし

た変化が正確な情報として十分に伝わっているとは言えません。この機会に

ＨＩＶ・エイズに関する検査や治療、支援などの知識を身につけましょう。 

福岡県では、「世界エイズデー」に合わせ、ＨＩＶ・性感染症検査の体制を

充実・強化する取り組みを行います。 

レッドリボンは、ＨＩＶ感染者・エイズ患者への

理解と支援の象徴です 

令和６年度 

県庁ロビー展の様子 

【県ホームページ】 



HIVは、きちんと治療すれば

他の人に感染しない

ウイルスです。

エイチ アイ ブイ

検出されない

性感染しない

U = Undetectable  ntransmittable

 12 月 1 日は世界エイズデー

令和 7年度世界エイズデーポスターコンクール「一般の部」最優秀賞作品

※U=Uとは、治療を継続することで、血中のウイルス量を検出限界値未満に抑え、その後も少なくとも６か月間維持されている状態のHIV 感染者から、性的接触を通じてHIV が感染することはないことを指します。


